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平成２８年度三沢市放送番組審議会 会議録 

開催日時 平成２９年１月１３日（金）午後１時３０分～３時００分 

場所 三沢市国際交流教育センター １階 団体活動室 

出席者 

会長 山内 康之 委員 廣瀬 健児 

副会長 岩本 ヤヨエ 委員 後藤 健一 

委員 山上 里美 委員 田村 良子 

委員 長谷川 覚仙 委員 三浦 優子 

委員 下久保 和成 委員 野邉 淳吾 

委員 長堀 晶   

事務局 
三沢市 種市市長、山本政策部長、広報広聴課ＣＡＴＶ情報室  

伊藤室長兼放送サービス係長、浅野主査、中屋敷主事、下館主事 

会議次第 

１ 開会 

２ 審議会について説明 

３ 委嘱状交付 

４ 市長挨拶 

５ 組織会（会長・副会長選出） 

６ 会議 

（報告事項） 

  平成２８年度放送番組内容について 

  平成２８年度市民アンケート結果について 

  平成２９年度放送番組編成方針について 

（質疑、意見交換） 

７ 閉会 

会議の経過及び審議結果 

１ 開会 

 

２ 審議会について説明 

 

３ 委嘱状交付 

    委員となる１１名へ、種市市長より委嘱状を交付した。 

４ 市長挨拶 

 

５ 組織会（会長・副会長選出） 

    会長に山内康之氏、副会長に岩本ヤヨエ氏が選任された。 

６ 会議 
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（事務局より報告） 

【平成２８年度放送番組内容について】 

 下記の４点について説明及び報告した。 

 ・前年度の放送番組審議会にて提示した、平成２８年度の番組編成方針に基づき「ニュ

ース」に特化していたマックニュースラインを「総合情報番組」へリニューアルした。 

・これまで事後放送してきた「七夕祭り」「ハロウィンフェスタ」について、集客を狙っ

た生中継放送を行った。 

・過去収録した映像資産をデジタル保存する作業（デジタルアーカイブ）を進め、懐か

しい過去の出来事を再放送した。 

・年間番組制作目標値と平成２８年度１１月現在の状況。 

 

【平成２８年度市民アンケート結果について】 

ここ数年のアンケート結果と比べるとネガティブな意見が少なく、多くの方が視聴し

ている１９時台に情報を集約し発信することで、充実した情報発信につなげることができ

た。また、「企画番組」や過去の映像を再放送する「マック映像アルバム」についても高

評価をいただけた。 

 

【平成２９年度放送番組編成方針について】 

  今回のアンケートから、１９時台のニュースに情報を集約し放送していることが功を

奏していると考えられるので、現在の体制を維持し、現在よりも一層テレビの属性を活

かし、リアルタイム性を打ち出した形で番組編成を行っていきたい。 

 

（主な質疑及び意見） 

【平成２８年度放送番組内容について】 

委   員： 視聴率はどのようになっているのか。 

事 務 局： 視聴率を計測する機械がないので、アンケートを行っている。アンケートの

回答者数は無作為抽出の１，０００人中、約２３０人なので統計的に正確なデ

ータを取れているのか疑問もあるが、これを視聴率に近いデータとして活用し

ている。 

委   員： 民間の考えだと、視聴率が自分たちの報酬に反映され、それが励みとなり、

自然とより良い番組作りにつながっていくと考えられるが。 

事 務 局： ケーブルテレビの視聴率を計測する会社がないという現実もあり、民放と同

じような環境を作るは難しい。現在はアンケートを郵送して協力してもらって

いるが、インターネットアンケートや様々な形で視聴者の意見をいただき、視

聴率に近いデータを収集する方法を考えていきたい。 

委 員： 現在、市や県のマーケティング事業に携わっており、回答の有効サンプル数
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を３００～４００程度ほしいと思う。アンケート配布数を１，０００人ではな

く１，５００人とかにすれば精度の高いデータを集められるのではないか。 

事 務 局： 検討したい。 

委 員： 今年度、生中継放送を増やし、今後もリアルタイム性を出していくという話

が出たが、成人式や航空祭、市内企業が開催するイベントなどを生中継すると、

市民の満足度・視聴率の向上につながるのではないか。 

事 務 局： 放送事業者としてリアルタイム性は大事にしなくてはいけないが、視聴者が

「テレビで見れるからイベントに直接行かなくていいや」と思わないように、

イベント成功のお手伝いができるように、主催者の意向とすり合わせながらバ

ランスを考えて取り組んでいきたい。 

委 員： １０市大祭典というイベントが弘前市で開催されたときに三沢市のアメリカ

ンデーを知り、今年初めて三沢でアメリカンデーを見て感動した。アメリカン

デーも生中継してはどうか。 

事 務 局： 三沢まつりのように、イベントを全部見せるような中継は当局の人員だけで

は足りないので、外注のカメラマンを頼んでいる実状があり、予算的にも難し

い。ただ、イベントの PR になるように会場付近からニュースを放送したり、

会場の雰囲気を伝えるような形であれば回数を増やせるのではないかと考えら

れるので検討したい。 

委 員： 他局のニュースを見ていると、ほとんどが番組名に「ニュース」という言葉

を使わず、オリジナリティのある番組名がついている。「○○ニュース」という

番組は 3分程度のコーナー的なものだけになっているので、マックテレビも「ニ

ュース」というありきたりな言葉を使わずに、市民に根付いた言葉を使ったり

個性的な番組名にしてみてはどうか。 

事 務 局： 検討したい。 

 

【平成２８年度市民アンケート結果について】 

委 員： 現在マックテレビのスタッフは何人いるのか。 

事 務 局： 市の職員と委託業者のスタッフ併せて１６人。職員は補助事業など事務の仕

事をしており、電送設備の維持や補修のスタッフ、ネットサービスのサポート

スタッフもいるので、番組制作に専従しているのは４人。予算に余裕があり人

員を拡充できると良いが、現状でもランニングコストが相当にかかっており難

しい。 

      大きい催しのときは、番組制作の 4人以外のスタッフをやりくりしている状況。 

委 員： そんなに人数が少ないと、現場が重なった場合は大変ではないか。 

事 務 局： どうしても人が足りない時には、近隣のプロダクションやフリーのカメラマ

ンがいるので、委託業者にお願いをしてスタッフの補充をするなど、なんとか
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しのいでいる。ただし限界があるので、最近 NHK でも見られる市民レポータ

ーのような方法もあるのかなと考えている。 

委 員： 関東圏でしか流れない番組や、他局の番組を流してほしいという意見がある

が、実際可能なのか。 

事 務 局： テレビ東京などの局の番組を、ケーブルテレビが買うというのは現実的にあ

り得ない。テレビ東京の番組を RABや ATVが買って放送するというのはあり

得るかもしれないが難しいと思う。そもそも関東方面での免許を受けて放送し

ているので勝手には流せない。 

       昔、当局でもアナログ放送の時代は、テレビ岩手や岩手放送も流していたが、

デジタル化を機に規制が厳しくなり、今はめんこいテレビだけ流せている。そ

れは地域的に近いということと、フジ系が青森県にはないので特例的にめんこ

いテレビを再送信しても良いということになっている。テレビ東京の系列はそ

もそも東京・大阪・名古屋のネットワークしかなく、放送しない地域のほうが

多いため、フジ系とは違い規制を乗り越えるのは厳しい。 

会 長： 医療分野、イベント、農業分野、プロレス、釣り番組、アニメ、甲子園情報、

韓流ドラマなどを流してほしいという要望があるが、他局の番組を買わなけれ

ばならないので難しいということになるのか。 

事 務 局： NHK の番組に関しては、全部ではないが比較的提供してくれる。現在「忍

たま乱太郎」という NHK のアニメを流しているが、民放で作っている番組は

非常に権利関係が難しく、要望は分かるが予算的に現実的ではないと考えてい

る。 

委 員： ケーブルテレビは地元ならではのことを放送するという役割を担っているの

で、民放の番組は民放で見ていただいて、例えば、市内のイベントを放送して

視聴者がイベント会場に足を運びたくなるような、活性化につながる方向で放

送していただければ良いと思う。 

事 務 局： 実際に番組を見ていただけると分かると思うが、他所のケーブルテレビ局の

番組も放送しているが、逆にこちらから他所に提供しているものもある。特に

航空祭はケーブルテレビの中では非常に魅力のあるコンテンツなので、数年前

からケーブル向けのネットワークで全国のケーブルテレビ局に配信しており、

毎年「今年は作られるのか」、「映像素材をいただけないか」という問い合わせ

をいただいている。民放の番組を買えない代わりに、他所の局と交流をするこ

とで積極的に三沢市の PRを行っている。 

委 員： 私は「航空祭」や「三沢紅白歌合戦」など、マックテレビで見たい番組があ

ると録画をしてみている。市民の方にも録画をして見ている方がいると思うの

でアンケート項目に入れてもいいのでは。 

      また、来年度が２０周年ということなので、来年度は撮影をせずにこれまで撮
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り溜めたものをまとめて放送してみるのはどうか。撮影よりも人を使わず、独

自性があり市民が見たがる番組が作れるのでは。 

事 務 局： ２０周年ということで、我々も何かやらなくてはいけないと考えている。ま

た、録画の話もあったが、時間帯的に見れない方に対して何かできないか考え

ている。現実的にすぐできるかどうかは別にして、インターネット動画も普及

しており、過去一週間のニュースをインターネットストリーミング配信で見ら

れるようにしたり、オンデマンドで見たい時に見れるようにするなど、同じ情

報でも取得方法を多角的に広げていくことも考えたい。 

委 員： 釣り番組や、工場の製造過程などの映像をたまに目にするが、他局から提供

してもらった番組なのか。市内の釣り場や、工場で撮影したものではないのか。 

事 務 局： 自力で作れる番組に限界があり、番組と番組の隙間に他局の番組や NHK の

ソフトウェアで配信している番組を組み合わせて放送しているので、どうして

も他所の映像が流れることになる。 

委 員： 市内の釣り場や、工場内の製造過程は放送できないのか。 

事 務 局： 過去に、農協や漁協に協力いただき、その時期に合ったことを取り上げたが、

現在は過去のように１時間程度の長い尺の番組を作ることは難しい。コーナー

を充実させる形で、時期ごとに PR したいものが各団体にあれば、早い段階で

情報をいただき、ちょうどいいタイミングで放送するということも考えている。 

 

【平成２９年度放送番組編成方針について】 

事 務 局： 実現可能かどうかは別にしてアイデアをいただき参考にしたい。 

委 員： 最近、祭りやイベント関係の会議でよく出る意見だが、市民参加型の番組を

作ってみてはどうか。市民投稿作品や市民レポーターなど。また、イベント開

催の数ヶ月前から関係者・関係団体にスポットを当てて、イベントの裏方を取

り上げてみてはどうか。 

事 務 局： すべてを撮影に行くことは不可能。最近はスマートフォンで４K の映像が撮

影できるなど品質も上がっているので、それぞれの団体が撮り溜めた映像素材

を提供していただければ、タイアップして良い番組を作れると思う。そこは協

力し合いながらできたらと思う。 

委 員： 災害発生時、防災無線が聞こえないことがある。火災情報のように、ほかの

災害時も文字放送のような形で災害情報を放送できないか。 

事 務 局： 最近始めたことなのでまだ認知されていないかもしれないが、防災担当課と

協力して、防災無線を流した後に同じ内容をデータ放送で流すようにしている。 

委 員： ケーブルが接続されていない住宅もあると思うが、今後、接続範囲を拡大し

ていく計画はないのか。 

事 務 局： 引っ越しや新築を機にケーブルが繋がれていない住宅もある。マックテレビ
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が見たくてもケーブルを新たに接続するのは有料となるので各家で検討して自

前でアンテナを建てているところもある。ケーブルテレビとしては縮小してい

く方向であり、地デジ化により電波障害がおこる地域も非常に限られてきたの

で、自主放送も電波送信して、ケーブルを接続しなくても各家のアンテナで電

波を受信してマックテレビが見れるように進めている。そうなると、タブレッ

トやフルセグ対応のカーナビでもマックテレビが見れるようになる。 

   

７ 閉会 

 

 


